
 “誓約”当銀行ニ従事スル者本行之金円ヲ盗用シ又ハ故（コトサ）ラニ人ヲシテ
  窃取セシメタルモノハ私財ヲ挙ケテコレヲ弁償シ而シテ自刃ス
取引に不正があった場合は私財で弁償し、さらに切腹することを誓ったもの。
銀行員としてだけでなく社会人としての倫理観、責任感の重さを伝えるもので、
当行の至宝として伝えられています。

この誓約書は、当行の前身である第三十七国立銀行が、お札の厳正な取り扱いを
遵守すべく、三浦頭取以下全従業員23人が、連署して血判を押したものの一部です。
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平成24年度中間期の営業の概況（連結）

　当中間期のわが国経済は、前半は公共投資の増加や
エコカー補助金の効果等により国内需要が堅調に推移
し、景気は緩やかに持ち直しましたが、後半は海外経
済の減速等を背景とした輸出の減少やエコカー補助金
の効果が一巡したこと等から生産が減少し、弱めの動
きとなりました。
　当行の主要地盤であります四国地区の経済におきま
しては、前半は生産の持ち直しや個人消費等に支えら
れ、景気は全体としては緩やかに持ち直しましたが、
後半は生産に弱さがみられ、持ち直しのテンポが緩や
かになりました。
　金融面では、円・ドル相場は円高傾向となり、期首
の82円台から9月末には77円台となりました。また、
日経平均株価も弱い動きで推移し、期首の1万円台か
ら9月末には8千円台まで下落しました。一方、長期金
利は低下傾向となり、期首の1.0％台から9月末には
0.7％台まで低下しました。
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　経常収益は、資金運用収益やその他経常収益は減少
しましたが、国債等債券売却益の増加によりその他業
務収益が増加し、前年同期比17億8百万円増加の278
億54百万円となりました。経常費用は、貸倒引当金繰
入額や株式等償却の増加によりその他経常費用が増加
し、前年同期比45億75百万円増加の251億8百万円と
なりました。この結果、経常利益は、前年同期比28億
66百万円減少し27億46百万円となりました。中間純
利益は、法人税等の減少により、前年同期比19億82
百万円減少し16億8百万円となりました。

決算の概要
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